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年令 (719) もしくは開元二五年令 (737) の何れかに属するが，先行する乾封(七世紀後半) ・貞観 (637) ・武徳














て現われる， I手詔J I墨詔(墨制)J I優詔(優告Ij)J I制旨」等を検討し，何れも制書・慰労制書・論事勅書等の俗称
であることを明らかにした。






下省の審査を要しな t\o I論事勅書」は臣僚を慰撫あるいは訓戒する王言であり， I慰労制書」と類似する。その結果，
制書と発日勅が混用されたように， I論事勅書」も「慰労制書」と混用される傾向にあった。さらに史料に見える















































るところは，十分に説得的論証が為されているとは言いがた ~'o また「致書」形式において， “皇帝敬問"と“皇帝
問"が全く同ーのものと理解され， I敬問」文書を敵国(対等国)に対する文書と解する説を厳しく批判するが，そ
の論拠に“唐朝の文書システムの理念、に対等は無い"という原則論に加えて，起句の“敬問"と“問"とに差異は存
在しないことの論証が加えられれば，より十分なものとなったであろう。また近年積み重ねられている東アジア世界
論との整合性の検討があれば，この論旨は一層確かなものとなったであろう。
巨大な著述にともなうこれらの疑問は，本論文の全体としての考証や論理展開の敏密さを損なうものでは全くない。
以上，審査の結果，本論文が博士(文学)に相応しいものであることを結論とする。
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